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平成 29 年度予算と主な事業
平成28年度財政改善効果
高めよう防災力

境人事部

各行政区新区長さん紹介
舞台ファームとの包括連携協定

農業リノベーションに挑戦！

SAKAI 広
報
さ
か
い

さかいの桜
今年もきれいに咲きました



関東・東北豪雨災害（平成 27 年
９月）を教訓とし、今後の水害
などに備えるための水害避難タ
ワーを建設。避難場所、防災倉庫、
非常用電源設備を設置します。

予算と主な事業茨城県
境町

※平成 29 年４月１日現在の常住人口 2万 4,326 人より算出しています。

平成 29年度

３月に行われた定例議会において新年度予算が可決され、４月より新たな事業がスタートしました。ふ
るさと納税や国・県からの補助金、民間資金などを活用して様々な事業に取り組んでいくため、予算額
は過去最大の 104 億 9,700 万円（前年度比 15 億 5,900 万円増）となっております。

一般会計 歳出　総額 104億9,700万円 町民一人当たりに使われたお金

43万1,514円※ 一般会計 歳入　総額 104億9,700万円 町民一人当たりの負担（納税額）

14万3,389円※

　　
自

主
財

源　　　　
依

存
財

源

歳入歳出
（目的別）

町税
34億8,807万円
▷皆さまや町内に事業所などを持つ法人
などに納めていただいている税金。町税、
固定資産税、軽自動車税など。

議会費
１億838万円
▷議会の運営などの経費。

総務費
17億1,949万円
▷庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、税
金の徴収などの経費。

民生費
28億7,180万円
▷高齢者、障がい者、児童の福祉などの経費。

衛生費
６億7,509万円
▷保険や健康づくり、ごみ処理、環境対
策などの経費。

労働費
2,591万円
▷労働者の福祉向上や雇用の促進などの経費。農林水産業費

３億8,017万円
▷農業の振興や生産基盤の整備などの経費。

商工費
１億9,614万円
▷商工業や観光の振興などの経費。

土木費
14億7,576万円
▷道路や河川、公園など
の整備や管理などの経費。

教育費
９億284万円
▷学校教育や生涯学習の充実、文化・
スポーツ振興などの経費。

災害復旧費
１万円
▷災害により被災した施設の復旧などの経費。

公債費
10億5,059万円
▷事業を行うために借り入れた町債の返済金。

諸支出金費
７億61万円
▷基金の積み立てなどの経費。

予備費
2,062万円
▷緊急に支出が必要になったとき
に使う経費。

消防費
３億6,959万円
▷消防や救急、消防団活動などの経費。

地方交付税
15億2,000万円
▷皆さまに一定の行政サービス
を提供するため、財政力の弱い
市町村に国から交付されるもの。

国庫支出金
13億3,399万円
▷特定の事業を実施するため
に、国から交付されるもの。

県支出金
５億5,544万円
▷特定の事業を実施するため
に、県から交付されるもの。

各種交付金
４億7,140万円
▷皆さまが国や県に納めていただく税
の一部を譲り受けるもの。地方消費税
交付金、自動車取得税交付金など。

地方譲与税
１億4,000万円
▷皆さまが国に納めた自動車重
量税などから配分されたもの。

町債
７億3,950万円
▷特別な事業を行うための
国や銀行からの借入金。

繰入金
９億4,197万円
▷基金の切り崩し、特別会計からの繰入金。

分担金及び負担金
１億6,670万円
▷町が提供するサービスを受ける
方に納めていただくもの。保育料
負担金、給食費負担金など。

使用料及び手数料
7,594万円
▷公共施設の使用料、各種申請の手数料など。繰越金

１億3,000万円
▷前年度からの繰越金。

その他
９億3,399万円
▷ 財 産 収 入、 寄 付 金、
諸収入。

農業新時代の次世代型人材育成支援事業 864万円
農業活性化のために、新たな農業技術や知識を習得し、次世代を担
う農業経営者を育成支援する。
____________________________________________
農業サポーター制度支援事業　 108万円
繁忙期の人手不足を解消するために、「農業サポーター制度」を取
り入れ、町民と農家をつなぐ農業支援ネットワークを創設する。____________________________________________
農業ドローン支援事業　 108万円
最新鋭機器である「ドローン」を農業の現場に導入し、農業の効率
化・精密化を図るため、機器操作技術の習得を支援する。

葉酸サプリプロジェクト事業　 366万円
葉酸サプリ（ビタミン B 群の一つ）の摂取を促し、住民の健康
促進を図る。
__________________________________________

健幸マイレージ事業 985万円
生活習慣病予防、健康づくりを応援するための事業。

水害避難タワー
整備事業2

㍿ディーエイチシー
との連携事業3 　

   ふ

るさと納税

活用㍿舞台ファームとの連携事業10 　
   ふ

るさと納税

活用

・国
補

助・地方債・
ふ

るさと納税

活用

高校３年生までを対象としたインフルエンザ予防接種の助成。

子育て応援
予防接種拡充事業7 　

   ふ

るさと納税

活用340万円

ネイティブの英語講師を招き、グローバル人材育成を目指した
本格英語教育（29 年度はモデル事業として境小学校にて導入）。

スーパーグローバル
スクールモデル事業6 　

   ふ

るさと納税

活用1,178万円

小中学校給食費の補助（第１・２子：半額補助、第３子以降：
全額補助）平成 28 年６月より実施。

子育て応援学校給食費
補助金交付事業8 　

   ふ

るさと納税

活用4,889万円
利用者が増加しているため、利便性の高い駐車場・駐輪場を整
備する。

ふれあいの里グラウンドゴルフ場
駐車場整備事業4 　

   ふ

るさと納税

活用2,036万円

企業版ふるさと納税を活用した文化村施設のリノベーション事業。

文化村リノベーション
推進事業1  企

業
版

ふるさと
納

税活用2,500万円

民間の資金、経営能力、技術力を活用した定住促進住宅の建設。

地域優良賃貸住宅
整備事業（PFI）9 　

　
     国

補助

活用３億 8,692万円
本格英語教育導入のための講師を招くなど様々な分野において
交流を図るため、フィリピン・マリキナ市との友好都市協定を
締結する。

海外友好都市交流
推進事業5 362万円

１億 6,281万円

完成イメージ。約 200 人が一度に避難できる。

➡ 舞台ファームとの締結内容について詳しくは 12 ページで紹介。 平成29年度中
完成予定

SAKAI TOWN

__________________________________________

ゲリラ豪雨等に備えた都市下水路を整備するための実施
設計業務を委託する。

雨水排水整備事業

      
国

補

助・地方
債

活用3,000万円11

主な事業
取り組んでいます！

新たな財源を
獲得しています！

ふるさと納税や国・県からの補助金、民間資金を活用！
予算額前年度比

15 億 5,900 万円増のうち

新たに獲得した財源
（ふるさと納税、国・県補助など）

13億2,340万円増
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平
成
29
年
度
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算
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主
な
事
業



平成 25年度

７億
1,599 万円

平成25年度

171 億
9,024 万円

平成28年度

14 億
9,847 万円

平成28年度

159 億
2,434 万円

7億8,248万円12億6,590万円

年度 平成 20 平成 21 平成 22 平成 23 平成 24 平成 25 平成 26 平成 27 平成 28 平成 29（見込）

合計金額 160億
9,473 万円

162億
6,904 万円

165億
8,149 万円

168億
5,975 万円

169億
3,205 万円

171億
9,024 万円 167億2,489万円 164億287万円 159億2,434万円 157億7,825万円

2

3 1長井戸浄水場で作る
自家製の水を増量

貯金：H25→H28
借金：H25→H28

境町の借金［地方債残高］の推移　平成 29 年度見込157億7,825万円 境町の貯金［財政調整基金］の推移　平成 29 年度見込16億7,847万円

平成 28年度

「平成18年から平成25年の過去8年分の借金を、4年間で返す見込みです。」 「貯金は、4年間で 2.4 倍、過去最大の 16億円の貯金額になる見込みです。」

平成26年度以降
毎年借金を
減らしています

　

毎
年
赤
字
が
続
い
て
い
た
水
道
事
業

予
算
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
は
13
年
ぶ

り
の
黒
字
化
と
な
る
見
通
し
で
す
。

　

こ
れ
は
、①
県
か
ら
の
受
水
を
減
ら
し
、

長
井
戸
浄
水
場
で
作
る
自
家
製
の
水
を

増
や
し
た
こ
と
、
②
修
繕
等
に
か
か
る
費

用
を
業
者
と
の
交
渉
努
力
に
よ
り
削
減

し
た
こ
と
、
③
移
住
定
住
促
進
事
業
に
よ

り
水
道
加
入
者
が
増
え
た
こ
と
、
な
ど
が

要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度
　
財
政
改
善
効
果

年度 平成 20 平成 21 平成 22 平成 23 平成 24 平成 25 平成 26 平成 27 平成 28 平成 29（見込）

合計金額 ６億
847万円

６億
8,590 万円

６億
6,799 万円

６億
9,594 万円

６億
8,215 万円

７億
1,599 万円 ７億4,408万円 10億9,515万円 14億9,847万円 16億7,847万円

コ
ス
ト
削
減
や
水
道
加
入
者

増
加
で
黒
字
化
の
見
込
み

水道会計事業で13年ぶりに

長井戸浄水場で作る自家製の水
を年間 10 万トン弱増やし、県（県
西広域水道用水供給事業）から
の受水割合を減少。

黒字化により町で水道課職員の表彰が行われました。

コ
ス
ト
削
減
や
水
道
加
入
者

県

境町

定住促進事業効果
コスト削

減効果

県からの
水の購入を
減らしました

町で作る水を
増やしました

水道工事にかかる
修繕費等のコストを削減

定住促進により
水道加入者が増加

加入件数

約90件
金額

約1,400万円

黒字化の見通し！

増

増減

約600万円
減増

平成26年度以降
貯金を増やし
平成28年度は
約 2倍に！

境町ふるさとづくり基金や太陽光発電事業が貢献！

町の借金を減らし、貯金を増やしています 財政改善効果
平成29年度

さらに
増加見込み

平成29年度
さらに

削減見込み

※平成 27 年度の決算実績値と比較 ※平成 27 年度の決算実績値と比較
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新たに配備された最新消防車両の引渡式

境町消防団第 10分団の皆さん

　

３
月
１
日
︵
水
︶︑
役
場
正
面
玄
関
前
に

お
い
て
︑
総
務
省
消
防
庁
よ
り
境
町
消
防
団

第
10
分
団
へ
の
消
防
車
両
の
引
渡
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
総
務
省
の
無
償
貸
付
制
度
を
活

用
し
た
も
の
で
︑
全
国
で
５
台
の
う
ち
１
台

が
境
町
に
貸
し
付
け
ら
れ
︑
境
町
消
防
団
第

10
分
団
へ
配
備
さ
れ
ま
し
た
︒

　

最
新
型
の
車
両
に
は
︑
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ

タ
ー
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
︑
自
動
体
外
式
除
細

動
器
︵
Ａ
Ｅ
Ｄ
︶︑
救
命
胴
衣
な
ど
が
装
備

さ
れ
て
い
ま
す
︒

　

ま
た
︑
３
月
13
日
︵
月
︶
に
は
︑
町
と
し

て
17
年
ぶ
り
の
買
い
替
え
と
な
る
消
防
車
両

が
納
車
と
な
り
︑
境
町
消
防
団
第
９
分
団
へ

の
引
渡
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

　

こ
れ
に
よ
っ
て
︑
町
で
は
２
台
の
最
新
消

防
車
両
が
配
備
さ
れ
︑
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
大
規
模
災
害
な
ど
に
備
え
て
︑
ま
す

ま
す
地
域
で
地
域
を
守
る
防
災
力
の
強
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
︒
　

　

最
新
消
防
車
両
配
備
で

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る

①総務省無償貸付制度
　全国５台のうち１台が
　境町消防団第 10 分団へ配備

② 17 年ぶりの買い替え
新型消防車両を境町消防団第 9 分団へ配備

境町消防団第 9分団の皆さん 消防団員の皆さんによる新車両の点検の様子

平成２４年より有志１７名で
防犯パトロールを実施

車両の操作説明を受ける消防団員の皆さん

　

町
は
︑
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
の
被
災
を

教
訓
に
︑
備
蓄
品
や
避
難
所
の
充
実
を
図
る

た
め
︑
災
害
時
に
避
難
所
と
な
る
町
内
５
つ

の
小
学
校
に
ト
イ
レ
と
し
て
も
使
用
で
き
る

防
災
備
蓄
倉
庫
を
整
備
し
ま
し
た
︒

　

こ
の
倉
庫
は
︑
災
害
時
に
備
蓄
品
を
持
ち

出
し
た
後
︑
四
隅
を
仕
切
り
︑
組
み
立
て
式

の
便
器
を
設
置
す
る
こ
と
で
︑
４
人
が
同
時

に
ト
イ
レ
と
し
て
利
用
で
き
る
設
計
と
な
っ

て
お
り
︑
避
難
所
の
ト
イ
レ
不
足
の
解
消
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
も
繋
が
る
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
︒

災害時はトイレとしても使用可能
な備蓄倉庫を整備

●
平
成
29
年
４
月
３
日
︵
月
︶

町
内
５
つ
の
小
学
校
に

防
災
備
蓄
倉
庫
を
整
備

災害時はトイレとしても使用可能
な備蓄倉庫を整備

４隅を区切りトイレを設置した様子

町内 5校の小学校に整
備された防災備蓄倉庫

高
め
よ
う
防
災
力

いつ起こるか分からない災害に備えて

高めよう防災力
いつ訪れるか分からない大規模災害。日頃から十分な備えを行っておくことが、何よりも大切です。
町では、災害に備え、新たに最新消防車両 2台を導入した他、町内 5校の小学校にトイレとして
も使える防災備蓄倉庫の整備を行うなど、防災力の強化に努めています。

●
平
成
29
年
３
月
1
日
︵
水
︶︑
３
月
13
日
︵
月
︶

新
た
に
最
新
消
防
車
両
を
２
台
配
備

　

Ｊ
Ａ
茨
城
む
つ
み
本
店
駐
車
場
に
お
い

て
︑
平
成
29
年
境
町
消
防
春
季
点
検
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
︒
こ
の
点
検
式
は
︑
消
防
防

災
活
動
に
従
事
す
る
境
町
消
防
団
︵
加
藤
正

則
団
長
︶
の
士
気
を
高
め
︑
常
に
迅
速
で
適

切
な
活
動
が
行
え
る
よ
う
人
員
・
姿
勢
・
服

装
と
機
械
器
具
を
橋
本
町
長
や
加
藤
団
長
︑

来
賓
︑
近
隣
の
消
防
団
長
ら
が
点
検
す
る
も

の
で
す
︒

　

今
年
は
︑
境
小
学
校
６
年
生
の
老お

い
ぬ
ま沼

一ひ
と
し獅

さ
ん
と
宮み

や
の野

響ひ

な愛
さ
ん
が
一
日
点
検
官
を
務

め
ま
し
た
︒

1 日点検官と共に人員・服装・
機械器具等を点検
1日点検官と共に人員・服装・
機械器具等を点検

●
平
成
29
年
３
月
４
日
︵
土
︶

境
町
消
防
春
季
点
検
式

を
挙
行

平成２４年より有志１７名で
防犯パトロールを実施

役場での感謝状贈呈式の様子（写真右から３番目
大谷会長）

　

栗
山
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
有
志
隊
の
自
主
的

な
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
︑
県
及
び
町
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
︒

　

こ
れ
は
︑
平
成
24
年
︑
近
隣
で
ト
ラ
ク

タ
ー
盗
や
不
審
火
な
ど
が
多
発
し
て
い
た
こ

と
か
ら
︑
当
時
の
区
長
の
大
谷
至よ

し
の
り功

さ
ん
が

代
表
と
な
り
︑
有
志
17
名
で
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

を
結
成
さ
れ
︑
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
き
た
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
︒

●
平
成
29
年
３
月
14
日
︵
火
︶

栗
山
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
有
志
隊
へ

県
・
町
か
ら
感
謝
状

﹃
安
全
は
地
域
の
み
ん
な
で
守
ろ
う
と
始
ま
っ

た
活
動
︒
地
道
に
続
け
て
き
た
活
動
が
認
め
ら

れ
︑
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
︒
今
後
も
地
域
に
密

着
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
︒﹄

(

栗
山
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
有
志
隊
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
谷  

至
功
さ
ん)
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職
員
の
人
事
関
係

派遣・新規等

採用職員

平成 29 年採用の職員な
らびに派遣職員を紹介
します。

人　事　部
Personnel Dept.

境

平久 真

▲

たいらく まこと

総務部　総務課

髙桑 大助

▲

たかくわ だいすけ

総務部　防災安全課

広瀬 治

▲

ひろせ おさむ

境トリニタス監督

略歴
平成 14 年３月　 東京大学教育学部卒業
平成 14 年４月 東京都入庁
平成 19 年３月 早稲田大学大学院法務研究科修了
平成 21 年 12 月 弁護士登録
趣味：旅行（毎年沖縄に家族で行きます）

略歴
昭和 52 年４月 陸上自衛隊少年工科学校入隊（神奈川）
北海道、新潟、茨城、東京などの駐屯地にて、中隊長、
基地対策、防衛班長（災害担当）、団本部科長などを歴任
平成 29 年２月 陸上自衛隊を定年退官
趣味：DIY　特技：居合道、剣道、銃剣道

略歴
昭和 59 年３月 帝京高校卒業
昭和 59 年〜平成 12 年 
　　三菱（浦和レッズ）にて J リーガーとして活躍
平成 13 〜 15 年 浦和レッズ Jr ユースコーチ
平成 16 年 浦和レッズユースコーチ
平成 17・18 年 浦和レッズユース監督
平成 19・20 年 浦和レッズ コーチ
平成 21・22 年 浦和レッズ 強化部
平成 23 年 浦和レッズ コーチ

「行政需要にスピード感をもって的確に対応する
ため、法務能力を向上させる」ことが私の使命だ
と感じています。これまでの経験・知識を生かし、
法務全般に対する助言を行い、職員の皆さんの
法務能力向上に尽力します。

危機に直面した時、的確に対応するためには、
一人一人がその状況を「危機」と認識できるか
が重要です。「安全・安心だから境に住みたい」
その輝かしい未来のために「平素何をすべきか」
を考え、町民の皆様と取り組んでいきたいと考
えています。

「将来 J リーグを目指すクラブなので監督を
してくれないか」とオファーがあり、チー
ムと境町の両方を盛り上げたいと思い、受
けさせていただきました。また、境トリニ
タスは去年立ち上げたばかりの社会人サッ
カークラブで歴史が無い中で、J リーグ参入
に向けてチームを作り上げていかなくては
なりません。ゼロからのスタートでしっか
りとした組織を作り上げていくところにや
りがいを感じています。
　私自身、約 15 年の指導歴のなかで、社会
人の指導を行うのははじめてです。仕事を
持ちながらサッカーの練習に励んでいる選
手の皆さんのサッカー愛を受け、着実にチー
ムの強化に励みたいと思います。

法務能力を高め
よりよい町政へ

防災意識を高め
安心 ・安全のまちづくりを

元 J リーガーが境トリニタス新監督に就任

Special Personnel

01

Special Personnel

02

Special Personnel

03

町では、町政運営にかかわる新参与や防災危機監、地域おこし協力隊員を
新たに任命しました。新たな視点から助言・ご協力いただきます。

参　　与

危 機 管 理 監

地 域 お こ し 協 力 隊

１年間で県社会人リーグ１部
昇格を目標に戦っていきたい！

Jリーグ
通算172試合出場

13得点！

中途
採用

秘書公室　秘書広聴課

主事　石
いしづか

塚　旦
あ き ほ

歩

千葉県野田市出身。武蔵野大学卒業
後、受付業務や航空券予約業務等に
従事。趣味は旅行、ライブ鑑賞、特
技はスポーツ全般。
Voice

▲

これまでの経験・資格を生か
し、境町の発展に貢献できるよう日々
精進して参ります。

3 月 13 日付

新規
採用

秘書公室　まちづくり推進課

主事　野
の む ら

村　恵
めぐみ

境町出身及び在住。日本女子大学卒
業。趣味は、映画鑑賞と料理。休日
は健康のために始めたランニングを
楽しむ。
Voice

▲

境町がより魅力的な町にな
るよう、精一杯業務に励みたいと思
います。よろしくお願いいたします。

4 月 1 日付

中途
採用

福祉部　子ども未来課

主事　金
か な や

谷　直
な お み

美

古河市出身。学習院大学（文学部ド
イツ語圏文化学科）卒業後、自動車
ディーラーにて経理や接客に従事。
趣味はストレッチポール。
Voice

▲

これまでの経験を生かしな
がら、町民の皆様とのふれあいを大
切にし、日々努力して参ります。

1 月 1 日付

新規
採用

福祉部　子ども未来課

主事　織
おりはら

原　智
さ と し

史

境町出身及び在住。日本大学卒業後、
福祉事業会社にて約 10 年従事。趣味
は読書と野球。特技はどこでも寝ら
れること。
Voice

▲

魅力あるまちづくりに貢献
できるよう、素直さと謙虚さを持っ
て仕事に取り組んで参ります。

4 月 1 日付

県より
派遣

建設農政部　建設課　開発指導準備室

課長補佐　秋
あ き つ

津　有
ゆ う じ

児

那珂市出身、下妻市在住。境町に３
年間在住経験あり。県に入庁後、筑
西土木事務所等にて 21 年間土木行政
に従事。趣味は、音楽・映画鑑賞。
Voice

▲

県での経験を生かし、計画的
なまちづくりに貢献できるよう、業
務に取り組んで参ります。

4 月 1 日付

新規
採用

教育委員会　生涯学習課

主事　塚
つかはら

原　可
か な こ

奈子

古河市出身、境町在住。高千穂大学
卒業。学生時代は軟式テニス部で、
今も仲間と楽しむ。特技は、日本舞
踊（滝川流）で名取取得。
Voice

▲

よりよい境町を作り上げて
いくために責任感を持ち日々の業務
に精一杯努めて参ります。

4 月 1 日付

新規
採用

福祉部　社会福祉課

主事　木
き む ら

村　勝
か つ や

哉

境町出身及び在住。城西大学卒業後、
有料老人ホームのホーム長や社内研
修の講師に従事。特技はサッカーで、
社会人サッカーにも参加。
Voice

▲

生まれ育った境町でこれま
での経験を生かし、貢献できるよう
責任を持って尽力して参ります。

4 月 1 日付

中途
採用

福祉部　介護福祉課

主事　金
か ね こ

子　瞬
しゅん

石岡市出身、境町在住。埼玉県立大
学卒業後、病院で医療福祉相談員と
して約６年従事。趣味は、車椅子バ
スケットボール。
Voice

▲

これまでの経験を生かし、境
町の介護・福祉の発展に貢献できる
よう努めて参ります。

2 月 1 日付

新規
採用

福祉部　介護福祉課

主事　関
せき

　めぐみ

境町出身及び在住。役場臨時職員と
して学童保育指導員や介護福祉課認
定調査員に従事。趣味は料理やハン
ドメイド、特技はピアノや篠笛。
Voice

▲

日々変化し続けている境町。
この変化を皆様に感じていただける
よう、より一層努めて参ります。

4 月 1 日付

中途
採用

秘書公室　企画経営課

主事　大
おおしま

島　巧
た く や

也

八千代町出身、境町在住。福島大学
卒業後、地域金融機関に約９年従事。
趣味は、水泳、映画鑑賞、ライブ鑑賞。
Voice

▲

境町の発展に貢献できるよ
う、自分のやるべきことを責任持っ
て取り組んでいきたいと思います。
よろしくお願いいたします。

1 月 1 日付

さしま環境
センターより

派遣

秘書公室　まちづくり推進課

主幹　斉
さいとう

藤　新
しんいち

一

境町出身及び在住。東洋大学卒業後、
約 16 年勤めるさしま環境管理事務組
合より派遣。趣味は、野球や子ども
と一緒に遊ぶこと。
Voice

▲

経験を生かし、持てる力を
最大限に発揮して境町の発展に努め
て参ります。

4 月 1 日付
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情
報
シ
ス
テ
ム
室　

 

（
８
１
）
１
３
０
０

男
女
共
同
・
国
際
室 

（
８
１
）
１
３
３
７

開
発
指
導
準
備
室 

（
８
１
）
１
３
１
１

健
康
推
進
室
（
別
庁
舎
） （
８
７
）
８
０
０
０

各
行
政
区
長
紹
介

地区 行政区名 区長名 世帯数
本船町 荒

あらかわ
川　正

まさひろ
博 33

下仲町 遠
えんどう
藤　光

こういち
一 20

上仲町 渡
わたなべ
邉　健

けんいち
一 32

上町 斉
さいとう
藤　良

よしお
夫 115

住吉町第１区 塚
つかはら
原　栄

えいいち
一 92

住吉町第２区 関
せき
　一
かずひろ
宏 107

住吉町第３区 倉
くらもち
持　健

けんじ
治 91

宮本町 染
そめや
谷　欽

きんじ
示 179

坂花町 小
お の ざ と
野里　利

としお
夫 51

新吉町 鹿
し か く ぼ
久保　喜

きいち
一 86

山神町第１区 五
ご か や
ヶ谷　文

ふみお
男 158

山神町第２区 小
こじま
島　茂

しげる 151
旭町１区 神

かんざか
坂　州

くにお
男 120

旭町２区 菊
きくもと
本　栄

えいこ
子 99

旭町３区 弓
ゆみざ
座　健

けんじ
次 90

松岡町第１区 浅
あさの
野　俊

としあき
明 131

松岡町第２区 柿
かきぬま
沼　重

しげいち
一 165

松岡町第３区 相
さがら
良　貞

さだお
夫 140

陽光台 中
なかじま
嶋　鉄

てつろう
郎 156

蛇池 鹿
し か く ぼ
久保　利

としお
男 87

長井戸１区 相
さがら
良　荘

そういち
一 189

長井戸２区 加
かとう
藤　成

しげお
男 330

猿山 初
はつみ
見　武

たけし
司 92

下砂井 荒
あらかわ
川　清

せいいち
一 97

栗山 石
いしつか
塚　憲

けん 63
西泉田 安

あだち
達　正

まさお
夫 214

上小橋 鈴
すずき
木　敏

としはる
春 148

旭化成 谷
たに
　貴

あつ し
史 4

雇用促進住宅 藤
ふじしま
嶋　亜

あ き ひ ろ
紀洋 20

地区 行政区名 区長名 世帯数
金岡 稲

いながき
垣　武

たけし 52
浦向 大

おおこし
越　信

しんや
也 153

下小橋 榧
かやば
場　桂

けいいち
一 130

染谷 齊
さいとう
藤　政

まさお
雄 107

大歩 斉
さいとう
藤　二

ふ み お
三夫 130

中大歩 関
せきづか
塚　守

もりはる
治 40

内門本田 忍
おしだ
田　常

つねお
男 79

内門新田 奈
な ら
良　和

かずみ
美 40

井草 中
なかじま
島　茂

しげる 89
七軒 岸

きしもと
本　猛

たけし 57
喜五郎 鈴

すずき
木　武

たけお
夫 64

山崎南 赤
あかおぎ
荻　清

きよし 61
山崎北 今

こんだ
田　忠

ただゆき
幸 73

伏木北部 岡
おかざき
﨑　照

てるお
男 72

伏木中部 藤
ふじた
田　富

とみお
雄 193

伏木南部 中
なかやま
山　利

としお
雄 160

一ノ谷 斉
さいとう
藤　宏

こういち
一 51

百戸 柿
かきぬま
沼　敏

としゆき
行 128

桐ヶ作・新田戸 上
うえはら
原　勝

かついち
一 42

若林蓮台 山
やまむら
村　冨

ふ じ お
士雄 161

若林新田 倉
くらもち
持　利

としお
男 83

若林本田 倉
くらもち
持　富

とみお
雄 143

塚崎一 柿
かきぬま
沼　義

よしお
雄 216

塚崎二 篠
しのつか
塚　誠

せいいち
一 209

稲尾 古
こがわ
川　勝

かつお
男 72

志鳥 金
か な く ぼ
久保　信

のぶお
夫 89

横塚 島
しまね
根　孝

たかお
男 40

境
　
　
地
　
　
区

猿
　
島
　
地
　
区

長
　
田
　
地
　
区

静
　
地
　
区

森
　
戸
　
地
　
区

平成 29年 4月 21日現在（敬省略）

平成 29 年度の新区長さんが決まりました。区長さんには、住民と町の
パイプ役として住みよいまちづくりのためにご活躍いただきます。

4 月 6 日に行われた区長会総会の様子

平成 29 年度区長会長の
遠藤光一さん （写真左）

会長

副会長

職 員 の 人 事 異 動

機 構 図 及 び 各 課 電 話 番 号

異　

動　　
　

（
平
成
29
年
４
月
１
日
付
）

退　

職　

者　

（
平
成
29
年
３
月
31
日
付
）

国
・
県
等
へ
の
派
遣

職
員
の
人
事
関
係

企
業
立
地
推
進
室　

 

（
８
１
）
１
３
０
４

秘
書
広
聴
課　

 

（
８
１
）
１
３
２
９

企
画
経
営
課　

 

（
８
１
）
１
３
０
９

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

 （
８
１
）
１
３
１
４

総
務
課　

 

（
８
１
）
１
３
０
０

税
務
課　

 

（
８
１
）
１
３
０
２

住
民
課　

 

（
８
１
）
１
３
０
３

防
災
安
全
課　

 

（
８
１
）
１
３
０
７

人
権
・
協
働
ハ
ー
モ
ニ
ー
課 （
８
１
）
１
３
３
７

社
会
福
祉
課　

 

（
８
１
）
１
３
０
５

介
護
福
祉
課 

（
８
１
）
１
３
２
３

保
険
年
金
課　

 

（
８
１
）
１
３
０
６

子
ど
も
未
来
課 

（
８
１
）
１
３
０
１

建
設
課　

 

（
８
１
）
１
３
１
２

農
業
政
策
課　

 

（
８
１
）
１
３
１
０

上
下
水
道
課　

 

（
８
１
）
１
３
２
８

会
計
課　

 

（
８
１
）
１
３
１
５

学
校
教
育
課　

 

（
８
１
）
１
３
２
５

生
涯
学
習
課　

 

（
８
１
）
１
３
２
６

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

（
８
６
）
５
９
０
７

議
会
事
務
局 

（
８
１
）
１
３
１
６

農
業
委
員
会
事
務
局　

 （
８
１
）
１
３
１
７

境
町
公
共
施
設
管
理
公
社　

 （
８
６
）
５
４
１
５

教
育
委
員
会

農
業
委
員
会

議

会

他
団
体
等

秘
書
公
室

総

務

部

建
設
農
政
部

福

祉

部

会
計
管
理
者

教育長
町　 長
副町長

新
設
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※
派
遣
及
び
係
長
級
以
上
の
職
員
を
掲
載

　
　
　
　
　
　

※
◎
は
昇
任
、（　

）
内
は
旧
所
属
等

【
企
業
立
地
推
進
室
】

◎
室
長
補
佐　

藤
田
一
宏　

秘
書
公
室

【
企
画
経
営
課
】

◎
課
長
補
佐　

小
野
博
章
（
税
務
課
）

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
】

◎
課
長
補
佐　

須
藤
靖
夫

総
務
部

【
総
務
課
】

◎
課
長
補
佐　

関
根
多
恵
子
（
保
険
年
金
課
）

【
税
務
課
】

◎
係
長　

橋
本
美
奈

◎
係
長　

鹿
久
保
淳

【
住
民
課
】

　

課
長
補
佐　

北
島
令
子
（
人
権
・
協
働
ハ
ー
モ
ニ
ー
課
）

【
防
災
安
全
課
】

　

危
機
管
理
監
兼
課
長
補
佐　

髙
桑
大
助

【
人
権
・
協
働
ハ
ー
モ
ニ
ー
課
】

　

副
参
事　

上
野
伸
一
（
下
水
道
課
長
）

　

課
長
補
佐　

倉
持
雅
章
（
防
災
安
全
課
）

　

男
女
共
同
・
国
際
室

　

室
長　

中
田
薫
（
課
内
異
動
）

◎
係
長　

大
林
美
羽
（
税
務
課
）

◎
係
長　

坂
井
静
香
（
県
研
修
派
遣
）

福
祉
部

　

部
長　

木
村
俊
男
（
会
計
管
理
者
）

【
介
護
福
祉
課
】

◎
課
長　

加
藤
武

　

課
長
補
佐　

宮
本
保
夫
（
農
業
政
策
課
）

　

係
長　

菊
地
法
子
（
保
険
年
金
課
）

◎
係
長　

五
月
女
優
（
建
設
課
）

【
保
険
年
金
課
】

◎
課
長
補
佐　

川
上
透

◎
係
長　

岩
岡
美
和

【
子
ど
も
未
来
課
】

　

健
康
推
進
室

◎
室
長
（
課
長
級
）
　

野
口
昌
夫
（
健
康
推
進
課
）

◎
室
長
補
佐　

馬
場
由
香
子
（
健
康
推
進
課
）

　

室
長
補
佐　

落
合
成
雄
（
企
画
経
営
課
）

　

お
お
ぞ
ら
保
育
園

　

園
長　

関
ま
す
み
（
再
任
用
）

建
設
農
政
部

【
建
設
課
】

　

課
長
補
佐　

中
村
泰
明
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

　

課
長
補
佐　

上
野
忠
（
企
業
立
地
推
進
室
）

　

開
発
指
導
準
備
室

　

室
長　

田
中
勉
（
課
内
異
動
）

　

課
長
補
佐　

秋
津
有
児
（
県
派
遣
）

【
農
業
政
策
課
】

　

課
長
補
佐　

湯
本
明
広
（
生
涯
学
習
課
）

【
上
下
水
道
課
】
※
新
設

　

課
長　

五
十
畑
康
晴
（
人
権
・
協
働
ハ
ー
モ
ニ
ー
課
副
参
事
）

◎
副
参
事　

田
中
保
（
下
水
道
課
）

　

副
参
事　

野
口
雅
之
（
健
康
推
進
課
長
）

◎
課
長
補
佐　

吉
田
実
（
水
道
課
）

会
計
管
理
者

　

台
章
（
福
祉
部
長
）

【
会
計
課
】

　

係
長　

野
本
真
由
美
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

教
育
委
員
会

【
学
校
教
育
課
】

◎
係
長　

菊
地
裕
子

【
農
業
委
員
会
】

◎
局
長
（
部
長
級
）
　

稲
垣
稔

　

石
原
勝
（
水
道
課
長
）
　

　

岸
本
俊
博
（
管
理
公
社
事
務
局
長
）
４
月
１
日
付
再
任
用

　

島
根
桂
子
（
住
民
課
課
長
補
佐
）
４
月
１
日
付
再
任
用

　

関
ま
す
み
（
子
ど
も
未
来
課
お
お
ぞ
ら
保
育
園
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
１
日
付
再
任
用

　

小
森
谷
衣
子
（
子
ど
も
未
来
課
主
査
）

　

中
田
勝
昭
（
介
護
福
祉
課
長
）

　

栗
原
英
男
（
建
設
課
課
長
補
佐
）

　

桜
井
一
美
（
総
務
課
課
長
補
佐
）

【
茨
城
県
庁
へ
派
遣
】

　

係
長 

鶴
見
正
喜

　

主
幹 

間
瀬
理
恵
（
継
続
）

　

 

関
塚
正
昭
（
継
続
）

　

 

川
上
理
恵
（
継
続
）

　

主
事 

佐
々
木
嗣
利
（
継
続
）

【
観
光
庁
へ
派
遣
】

　

主
事 

田
中
裕
紀

【
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
へ
派
遣
】

　

主
幹 

荒
川
真
吾

【
一
般
財
団
法
人
地
方
自
治
研
究
機
構
へ
派
遣
】

　

主
事 

高
橋
真
理
（
継
続
）

農業委員会事務局の
配置が変わりました。
2 階から

4 階へ移動しました。



株式会社舞台ファームとの包括連携協定締結

町の次世代農業者の育成
農業リノベーションに挑戦！

　

株
式
会
社
舞
台
フ
ァ
ー
ム
は
、
米
や
野
菜
の
生
産
、
加
工
販
売
の
６
次
産
業
化　

を
推
進
し
、
農
業
分
野
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
北
有
数
の
農
業
生
産

法
人
で
す
。　

　

締
結
さ
れ
た
協
定
は
、
境
町
の
農
業
者
が
米
の
生
産
調
整
の
廃
止
や
農
産
物
貿
易

の
自
由
化
の
動
き
に
対
応
し
、
加
工
や
物
流
を
含
め
た
視
点
で
農
業
の
可
能
性
を
探

り
、
後
継
者
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
く
狙
い
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
具
体

的
に
は
、
新
規
事
業
と
し
て
、
①
農
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
「
農
業
新
時
代
の
次

世
代
型
人
材
育
成
支
援
事
業
」、
②
繁
忙
期
の
人
手
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
あ
る
「
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
支
援
事
業
」、
③
ド
ロ
ー
ン
（
小
型
無
人
機
）

を
使
っ
た
農
業
の
効
率
化
・
精
密
化
を
図
る
「
農
業
ド
ロ
ー
ン
支
援
制
度
」
の
３
つ

の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
同
社
に
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

舞
台
フ
ァ
ー
ム
と
の
包
括
連
携
協
定

町では、農業の自由化を見据えた次世代型の農業経営を取り入れようと、農業生産法人「株式会
社舞台ファーム」（仙台市）と「農業担い手育成・農業振興に関する包括連携協定」を締結しました。
町の農業を強靭化するために、今後様々な施策に取り組んでいきます。

締結式にて。株式会社舞台ファームの針生信夫代表（左）と橋本町長。協定
締結式には、地元土地改良区の役員やさかい 4H クラブの若手農業者も出席。

生産者の声

町
の
農
業
活
性
化
へ
向
け
た
期
待
の
改
革
！

繁忙期の
人手不足を解消

農業経営者を
育成 農業ドローンで

作業の効率化
1

2
3

４H クラブ会長
荒川  征和  さん

４H クラブ元会長
稲垣  征利  さん

農業ドローンで3

自分は親から受け継いだ技術だけで農業を
やってきましたが、今回の協定を機に他のメ
ンバーや新たに農業を始める若手の人たちと
ともに、先進的な農業の技術や効率化を学
びたいです。

農家は、良い時と悪い時の差が激しいので、
跡継ぎが育たないという面があると思うので
すが、舞台ファームさんと協力していくことで、
外から見た境町の現状などをしっかり把握
し、町の農家全体で良い方向に進んでいけ
たらと思います。

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
大
会
に
て
、
心
地
よ
く
響
き
渡
る
歌
声
を
披

露
し
た
小
島
さ
ん
。
審
査
員
か
ら
「
突
き
抜
け

る
よ
う
な
歌
。
歌
に
入
っ
た
瞬
間
に
顔
つ
き
が

変
わ
っ
た
。
こ
の
人
は
歌
手
だ
！
」
と
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。
出
場
時
に
は
、
薬
剤
師
と

し
て
働
く
様
子
や
、
週
末
に
両
親
の
農
作
業
を

手
伝
う
様
子
な
ど
が
流
さ
れ
、「
歌
が
恋
人
？

家
族
思
い
の
薬
剤
師
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で

登
場
。
そ
ん
な
小
島
さ
ん
の
素
顔
と
は
？

◎
歌
が
好
き
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

我
が
家
は
、
両
親
も
兄
姉
も
歌
が
好
き
で
、

自
然
と
子
ど
も
の
頃
か
ら
い
ろ
ん
な
歌
を
歌
っ

て
い
ま
し
た
し
、
家
族
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た

り
も
し
て
い
ま
し
た
。
い
ま
で
も
、
仕
事
帰
り

に
両
親
と
私
の
３
人
で
カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

上
手
に
な
る
た
め
に
特
別
な
レ
ッ
ス
ン
を
し

た
、
と
い
う
こ
と
は
特
に
な
い
ん
で
す
よ
。

◎
N
H
K
の
ど
自
慢
出
場
に
つ
い
て

　

病
気
の
友
人
を
励
ま
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
絢
香
さ
ん
の
「
は
じ
ま
り
の
と
き
」
を
歌

い
ま
し
た
。
ま
さ
か
優
勝
で
き
る
な
ん
て
思
っ

て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
は
、
一
年
間

の
放
送
で
46
人
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
い
る
な

か
、
N
H
K
が
選
抜
し
た
14
名
が
出
場
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
直
前
に
風
邪

を
こ
じ
ら
せ
、
調
子
が
上
が
ら
な
い
な
か
で
の

出
場
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
歌
っ
て
い
る

最
中
に
咳
が
出
な
い
か
、
不
安
の
中
の
出
演

で
し
た
が
、「
歌
手
に
な
っ
た
気
分
で
楽
し
も

う
！
」
と
気
持
ち
を
切
り
替
え
ま
し
た
。
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
無
事
に
歌
い
終
え
る
こ

と
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
！

　
◎
歌
を
う
ま
く
歌
う
コ
ツ
は
？

　

歌
い
や
す
い
キ
ー
で
歌
う
こ
と
は
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
あ
と
は
、
音
楽
を
聞
い
て
自
分
の

声
も
聞
く
。
片
方
の
耳
に
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
を
あ

て
て
、
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
一
緒
に
歌
っ
て
み

た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
の
採
点
機
能
で
自
分
の
音
程

が
合
っ
て
い
る
か
確
認
し
た
り
し
ま
す
。

　

今
後
、
大
会
の
予
定
は
な
い
そ
う
で
す
が
、

素
敵
な
歌
声
は
心
癒
さ
れ
ま
す
。
快
活
で
明
る

い
と
て
も
魅
力
的
な
女
性
で
し
た
。

情
熱「
境
」で
は
、境
町
在
住
・
出
身
の
方
、ま
た
境
町
に
縁
の
あ
る
方
で
、芸
術
、

音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
等
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
紹
介
し
ま
す
。

第
16
回
は
、「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
で
優
勝
し
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大

会
へ
の
出
場
も
果
た
し
た
小
島
千
賀
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

 「美しく聡明な歌声に会場もうっとり」

第 16 回

【略　歴】
◆小島 千賀子 （こじま ちかこ）
　昭和 58 年９月 25 日境町で生まれる。
森戸小学校、 境第二中学校、 常総学院
高校、 城西大学卒業後、 薬剤師として
坂東市に勤務する。 常総市で開催された
「NHK のど自慢」 に、 約 1,100 人の応募
の中で当選 ・ 出場し、 見事チャンピオン
に選ばれる。 さらに、 グランドチャンピオ
ン大会にも抜擢され、 出場を果たした。

情
熱
境

家
族
思
い
の
歌
う
ま
薬
剤
師

小こ

じ

ま島 

千ち

か

こ

賀
子

NHK のど自慢より写真提供

優勝トロフィー（右）とグランド
チャンピオン大会出場記念の盾

NHKのど自慢

祝
グランド
チャンピオン
大会
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３/７
人権擁護委員に
小野里光男氏、稲垣英世氏が再委嘱
　境町では、現在５名の方が人権擁護委員として法務大臣
から委嘱をされています。そのうち２名の委員が任期満了
を迎えましたが、引き続き人権擁護委員として委嘱され、
橋本町長から委嘱状が手渡されました。
　人権擁護委員は、地域の皆さんからの人権に関する相談
を受け、問題解決のお手伝いをしたり、法務局の職員と協
力して人権侵害による被害者の救済をしたり、地域の皆さ
んが人権について関心を持ってもらえるような啓発活動を
行っています。人権問題でお悩みの方は、お気軽にご相談
ください。

【境町人権擁護委員（敬称略）】
　・倉持　薫（境地区）
　・田中　次郎（長田地区）
　・稲垣　英世（猿島地区）

▲写真左から橋本町長、稲垣さん、小野里さん

・中村　好（森戸地区）
・小野里光男（静地区）

一般社団法人境青年会議所
平成 28 年度茨城県国際化推進奨励賞を授賞
　2 月 7 日（火）、茨城県庁において、国際化推進活動に
功績のあった個人・団体を対象に、茨城県国際化推進奨励
賞授賞式が行われ、団体の部において、一般社団法人境青
年会議所が授賞されました。
　3 月 8 日には、境青年会議所の皆さんが役場を表敬訪問
し、橋本町長へ報告が行われました。
　境青年会議所では、平成 26 年度より青少年育成事業の
一環として、地域の青少年を対象として国際感覚・国際理
解を養うことを目的に上海（中国）研修事業を実施してい
ます。今後の一般社団法人境青年会議所の皆さんの更なる
ご活躍を期待しています。

▲表敬訪問に訪れた境青年会議所の皆さん

日頃の成果を発表！！
第 23 回生涯学習フェスティバル作品展
　３月 18 日（土）から 25 日（土）の期間中、ふれあいの
里において、各種講座や自主グループ、文化協会の皆さん
が１年間の学習成果を発表する「生涯学習フェスティバル
作品展」が開催されました。会場には、書道や生花、着付、
絵手紙、竹工画、写真、盆栽、短歌、陶芸、籐手芸、パッ
チワーク、アートフラワー、古文書教室の作品などが展示
され、期間中、会場は多くの来場者で賑わいました。

▲展示された短歌を眺める来場者

▲パッチワークの展示 ▲着付の展示

ふるさと納税感謝祭
「第 15 回 菜の花フェスティバル」を開催

４/８

▲挨拶をする高橋大希実行委員長

▲多くの来場者で賑わった会場の様子

▲トラクター遊覧ではみんな満面の笑みで菜の花を満喫

▲何が出るかな？どきどきのガラガラ抽選会

▲はしご車の上から見た風景 ▲様々な丼が並んだ圏央丼
グランプリ

▲圏央丼グランプリ優勝はヨシムラミート（つく
ば市）の「常陸牛焼肉ブラック丼」

▲災害時にも活用できるエアーボート ▲はしご車体験

　４月８日（土）、利根川河川敷の境河岸付近において、菜の花フェスティ
バル実行委員会（高橋大希実行委員長）の主催により、今年で第 15 回とな
る「菜の花フェスティバル」が開催されました。
　当日は雨がちらつくあいにくの天気でしたが、特設ステージでは日本舞
踊やエアロビクス、フラダンス、境高校による吹奏楽演奏などが披露され
ました。
　また、会場では、ジャンボガラガラ抽選会や自治体として初めて境町が
導入したエアーボートの試乗体験、セグウェイ体験、はしご車の搭乗体験、
さかい４Ｈクラブによるトラクター遊覧などが行われました。
　さらに、圏央道茨城県内全線開通記念イベントとして境町商工会青年部
による圏央丼グランプリが開催されたほか、毎年恒例となった軽トラ市な
ど、多くの催しが行われ、菜の花でいっぱいの会場は例年以上の来場者で
賑わいました。

４/６

名称変え再スタート
「境町いきいきクラブ連合会」発足！！

　社会福祉会館において、境町老人クラブ連合会が「境町
いきいきクラブ連合会」の新名称へ変わり、発足式が行わ
れました。昨年開催された、いきいき福祉大会で名称変更
が発表され、今回の発足式で新たな一歩を踏み出すことに
なりました。
　各地域の老人クラブの会員数は年々減少していました
が、いきいき福祉大会開催の効果により各老人クラブが活
性化しており、会員数も増加しています。
　今後は、さらに活動内容を充実させ、誰もが健康で元気
に暮らせるような仕組みづくりを進めていきます。

▲発足式に参加した皆さん
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３/３０
茨城むつみ農協が黄色の安全帽子を寄贈
　児童の登下校時の安全を願って、茨城むつみ農協より黄
色の交通安全帽子が町内小学校の新入生２１１名に贈られ
ました。

４/７
常陽銀行が防犯ブザーを寄贈
　常陽銀行の成井久朗境支店長が役場を訪れ、この春入学
する小学１年生の防犯に役立てていただきたいと防犯ブ
ザーが小学校の新入生２１１名に贈られました。

３/２８
更生保護女性会が手作りのお守りを寄贈
　いじめのない学校生活を願って、更生保護女性会より手
作りのお守りが小学校の新入生２１１名に贈られました。

▲写真右から佐々木猿島支店長、半村常任理事、
橋本町長、増田教育長

▲写真右から平山公務役、成井支店長、増田教育長

▲写真右から増田教育長、岩本支部長、
板垣副支部長

寄　付

スポーツ

第46回境町近隣中学校バレーボール大会の結果
会　場　境町民体育館・境第一中学校体育館

【女子の部】
参加チーム　16 チーム   
優　勝　結城中学校
準優勝　下館西中学校
第三位　下妻中学校
第三位　境第一中学校

３/１１・１２

【男子の部】
参加チーム　16 チーム
優　勝　古河第二中学校
準優勝　桃山中学校
第三位　結城南中学校
第三位　下館中学校

第40回境町ジュニアユースサッカー大会の結果
会　場　境町サッカー場・境町総合運動場・境第二中学校
参加チーム　12 チーム   
優　勝　土浦第四中学校
準優勝　下館南中学校
第三位　東海中学校
第三位　岩瀬東中学校

４/８・９

会　場　境町サッカー場・境町総合運動場・境第二中学校

職場の皆様も年齢無制限で募集
中ですので是非ご検討下さい。
総務課の方に限り入会金￥5000の
半額特別サービス、
体験レッスン無料でお待ちしています。

“17年3月号／半枠

生徒募集宜しくお願い申し上げま

す。

４・５月号予約お願いします。

荒川 携帯（090-3545-7528）

「広報さかい」へ有料広告を
掲載しませんか？

広告
掲載料
※詳しくは下記までお問合わせください。

役場秘書広聴課
電話 0280（81）1329　
E-mail　 kouhou@town.sakai.ibaraki.jp

問合せ先

◎ 1段全枠　15,000 円　
◎ 1段半枠　18,000 円

広告募集中

３/１２

圏央道開通記念
道の駅さかいで「マグロ解体ショー」
　３月 12 日（日）、道の駅さかいにおいて、圏央道茨城県
内区間全線開通記念イベントとして、「マグロ解体ショー」
が行われました。捌きたてのマグロを求めて行列ができる
など、道の駅は大勢の来場者で賑わいました。
　また、会場では、卵のつかみどりやフルーツ詰め放題、
弓削多醤油による搾りたて生醤油のプレゼントなども行わ
れ、来場者を楽しませました。
　さらに、道の駅内レストランでは、圏央道開通記念メ
ニューとして「圏央丼」が販売されました。

▲まぐろを求める多く
の来場者で賑わった道
の駅さかい

▲圏央丼そばセット
1,000 円（税込）

▲

子どもからお年寄り
まで楽しんだフルーツ
詰め放題
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。
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町の人口と世帯数　※平成 29年４月１日現在の常住人口（前月比）
■総人口 24,326 人（-10）　■男性 12,202 人（+2）　■女性 12,124 人（-12）　■世帯数 8,270 世帯（+31）

Sakai town news 18

平成 29 年 4 月１日～５月 31 日

お問い合わせ
〒306-0495　茨城県猿島郡境町 391-1 境町役場 境町観光協会内

「第 17 回 利根川いかだレース選手権実行委員会」事務局　宛
TEL 0280(81)1319　FAX 0280(87)2630　e-mail syoko@town.sakai.ibaraki.jp

第17回

スピード
部門

in
さかい参加チーム募集

アイデア
部門

賞金及び豪華賞品多数！

応募締切

7/30［日］
 AM8:30 ～ 順次スタート
 ※アイデア部門から順次スタートとなります。 

 さかいリバーサイドパーク
 （茨城県境町利根川河川敷）
 START　栗橋国道４号橋下
 GOAL　境大橋手前

時 間

場 所

平成29年

詳細は境町役場ＨＰで !!
http://www.town.sakai.ibaraki.jp/
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